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１．事業の概要
【事業の目的】

＜位置図＞

＜主な事業の経緯＞

＜平面図＞

国道11号の交通混雑の緩和及び交通安全の確保を図るとともに、松山自動車道三島川之江ICと接続することで、四国中央市にお
ける交通ネットワークの基盤となる道路として地域経済に大きく寄与することを目的とした事業である。

愛媛県

高知県

徳島県

香川県国道11号
川之江三島バイパス

年度 内容
昭和47年度 事業化
昭和53年度 都市計画決定
昭和54年度 測量着手
昭和55年度 用地買収着手
昭和60年 3月20日 延長1.4km暫定開通
昭和62年12月25日 延長0.1km暫定開通
平成 3 年12月18日 延長1.6km暫定開通
平成10年 3月31日 延長0.4km暫定開通
平成12年 2月29日 延長0.9km完成4車線開通
平成13年 7月11日 延長0.9km暫定開通
平成14年 3月21日 延長1.2km完成4車線開通
平成14年10月18日 延長1.4km完成4車線開通
平成19年 3月20日 延長0.6km暫定開通
平成21年 3月20日 延長1.5km暫定開通
平成30年11月30日 都市計画変更
令和 6 年 3月26日 都市計画変更

三島川之江港
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かわ の え み しま
国道11号 川之江三島バイパス 延長10.1km

四国中央市役所

(主)大野原川之江線

H21.3開通
延長0.9km

H19.3開通
延長0.6km

H13.7開通
延長0.9km

H21.3開通
延長0.6km

H14.3開通
延長1.2km

H12.2開通
延長0.9km

H14.10開通
延長1.4km
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四国中央市
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至 高知市

凡 例

：高規格道路

：一般国道(指定区間)

：一般国道(指定区間外)

：主要地方道

：一般県道

：その他の道路

：再評価箇所（開通済）

：再評価箇所（未開通）
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１．事業の概要
＜事業計画諸元＞

事業名 かわ の え み しま
一般国道11号 川之江三島バイパス

事業区間 え ひめ し こく ちゅう おう かわ の え ちょう え ひめ し こく ちゅう おう なか の しょう ちょう

愛媛県四国中央市川之江町～愛媛県四国中央市中之庄町
計画延長 10.1km
構造規格 第4種第1級
設計速度 60km/h
車 線 数 4車線
標準幅員 30.0ｍ

計画交通量(R22時点) 6,000～30,200台/日

＜標準断面図（A-A’）＞ （単位 m）



２．事業の効果と必要性（１）
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川之江三島バイパスに並行する国道11号（現道）には主要渋滞箇所が点在しており、渋滞が発生。
今後の開通により、渋滞区間を回避したルートが形成されるとともに交通分散が図られ、現道の渋滞緩和や所要時間の短縮が期待
される。

現道の渋滞緩和及び所要時間の短縮

＜沿線の交通状況＞ ＜断面交通量の変化＞

＜所要時間の短縮＞

0 10 3020
（分）

資料）現況：ETC2.0プローブデータ（R5.10-11） 【平日】 混雑時平均旅行速度
全線開通後：川之江三島バイパス4車線区間はETC2.0プローブデータ（R5.10-11）

【平日】 混雑時平均旅行速度
川之江三島バイパス未開通・暫定開通区間は設計速度（60km/h）で算出

約21分

約16分 約5分
短縮

現況
(国道11号)

全線開通後
(川之江三島BP)

（四国中央市川之江町～四国中央市中之庄町）

▼国道11号（現道）の状況【写真】
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三島川之江港

交通量断面

至 高知市

国道11号川之江三島バイパス 延長10.1km

開通済区間
延長6.5km

未開通区間
延長3.6km
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国道11号(現道)には
主要渋滞箇所が点在

＜所要時間の変化＞（これまでの開通効果）
（三島川之江IC ～四国中央市中之庄町）

0 10 2015
（分）

約16分

約13分 約3分
短縮

開通前
(国道11号)

現況
(川之江三島BP)
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資料）開通前：H11全国道路・街路交通情勢調査【平日】（混雑時平均旅行速度）
現況：ETC2.0プローブデータ（R5.10-11） 【平日】 混雑時平均旅行速度

：高規格道路
：一般国道(指定区間)
：一般国道(指定区間外)
：主要地方道
：一般県道
：その他の道路
：再評価箇所（開通済）
：再評価箇所（未開通）
：主要渋滞箇所

凡 例

開通前
現況

所要時間ルート
（三島川之江IC ～四国中央市中之庄町 ）

現況
全線開通後

所要時間ルート
(四国中央市川之江町～四国中央市中之庄町)

資料）主要渋滞箇所：愛媛県渋滞対策協議会資料

撮影：R6.6至 高松市

至 松山市

資料） 現況：R3全国道路・街路交通情勢調査
全線開通後：H27全国道路・街路交通情勢調査に基づく
R22将来交通量推計結果
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一般国道11号 川之江三島バイパス

約3割減少

交通が分散

国道11号（現道）



＜国道11号（現道）の重大事故割合＞

資料）交通事故総合分析センターデータ（H25-R4）
※重大事故（死亡＋重傷）

＜国道11号（現道）の死傷事故率＞

２．事業の効果と必要性（２）

川之江三島バイパスに並行する国道11号（現道）には、死傷事故率が愛媛県内直轄国道の平均より高い区間が存在。
また、歩行者の重大事故（死亡事故、重傷事故）が全体の4割を占め、愛媛県内直轄国道の平均を大きく上回る。
今後の開通により、バイパスに交通が分散することで、歩行者事故を含めた現道の交通事故の減少が期待される。

交通安全性の向上

4

【警察関係者の声】

資料）R6.1 ヒアリング調査結果

• 国道11号（現道）は大型車交通が多いことで、右折
時に横断歩道が見えにくいこともあり、横断歩行中の
歩行者の事故が発生していると思われます。

• 今後の川之江三島バイパスの整備（全線開
通）により、現道を通行する大型車がバイパ
スに分散することで、右折時における視距が
確保され、横断歩行中の歩行者の事故など、
交差点内の事故の減少が期待されます。
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319
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E11
三島川之江IC

資料）交通事故総合分析センターデータ（R1-R4）

開通済
未開通

再評価箇所

愛媛県内直轄国道
平均死傷事故率
平均 23.1 件/億台km

バイパスに
交通が分散

※:死亡事故はH25-R4の10年間

資料）大型車混入率：R3全国道路・街路交通情勢調査

最大110.4
（件/億台キロ）

死亡事故※

交差点
単路

＜死傷事故率＞

死傷事故率・・・
事故危険度の評価指標として一般
的に用いられる指標で、一定の走
行台数×走行距離あたりの死傷事
故の発生度合いを示す。

未開通区間では交通事故が多発

国道11号（現道）では歩行者の重大事故が多発

国道11号
（現道）

直轄国道
(愛媛県内)

国道11号(現道)の大型車混入率
23.7～26.6％

（愛媛県内直轄国道平均12.6%）

撮影：R6.6

▼国道11号（現道）の状況

至 松山市

至 高松市

大型車が多いことで右折時に横断歩行中
の歩行者を視認しにくい。

右折待ち
の大型車

横断歩行者

【写真】
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２．事業の効果と必要性（３）

四国中央市は全国でも有数の紙の産地であり、紙・パルプ・紙加工品の製造品出荷額は全国1位。特に四国中央市西部には数多
くの紙関連企業が集積するとともに、臨海部土地造成地には紙・パルプ関連企業に加え物流関連企業等の多くの企業が立地。
今後の開通により、三島川之江ICへの新たな物流ルートが形成され、物流の効率化による地域産業への支援が期待される。

物流効率化により地域産業を支援

＜四国中央市の主な紙・パルプ関連企業＞
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資料）主要渋滞箇所：愛媛県渋滞対策協議会資料

東部臨海
土地造成地

R10年度末
竣工予定

至 高知市

5

＜主な土地造成地内＞
：物流関連企業(倉庫等)
：紙・パルプ関連企業(工場等)

数多くの紙・パルプ関連企業
が集積

寒川東部臨海
土地造成地

金子地区臨海
土地造成地 西部臨海土地

造成地

城山下臨海
土地造成地

：高規格道路
：一般国道(指定区間)
：一般国道(指定区間外)
：主要地方道
：一般県道
：その他の道路
：再評価箇所（開通済）
：再評価箇所（未開通）
：主要渋滞箇所
：紙・パルプ関連企業
：主な土地造成地

凡 例

【物流業者の声】
• 紙製品、包装資材等を荷主工場や出荷センターで積み込み、
主に川之江三島バイパス、国道11号（現道）を利用して
市内外に搬送しています。

資料）R6.6 ヒアリング調査結果

• また、松山自動車道を利用し、四国各県への搬送
も行っております。

• 全線開通すれば国道11号（現道）の混雑解消
や県境（香川県）を超えた地域にも配送先が多い
ので、東向きの大幅な時間短縮が期待できます。
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四国中央市
富士市

新潟市東区
春日井市

八潮市
苫小牧市
富士宮市

尼崎市
石巻市
草加市

製造品出荷額（億円）

＜製造品出荷額(紙・パルプ・紙加工品) ＞

資料）2022年経済構造実態調査＜製造業事業所調査＞【R3実績】

（全国市町村ランキング(上位 10 位)）

全国1位

＜四国中央市の製造品出荷額の推移＞

0

四国中央市の製造品出荷額は堅調に推移

6,428

5,836

資料）工業統計調査 【H23、H27、R2】経済センサス-活動調査、【R3】2022年経済構造実態調査＜製造業事業所調査＞

新たな物流
ルートが形成



1

6
9 10

12
14

18

0

5

10

15

20

25

H5 H10 H15 H20 H25 H30 R5大
型
小
売
店
（
店
）
【
累
積
】

～

国道11号川之江三島バイパス 延長10.1km
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資料）R6.1 ヒアリング調査結果

• 四国中央市では、立地適正化計画に基づき、川之江三
島バイパスを含む三島川之江IC周辺を新たな都心部の
拠点とし、都市機能誘導区域に設定しており、高速道路
網との近接性を活かし、区域内に誘導施設を整備・誘導し、
高次都市機能の集積を促進します。
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２．事業の効果と必要性（４）

四国中央市では、立地適正化計画に基づき、商業系の用途を中心に川之江三島バイパス、国道192号等に囲まれた範囲及びそ
の周辺を都市機能誘導区域※に設定。特に三島川之江IC周辺は新たな都心部拠点として商業系用途中心に設定。
今後の開通により、三島川之江IC周辺への新たな交通ネットワークの構築に伴う産業・商業施設の進出が期待され、四国中央市
のまちづくりを支援。

四国中央市のまちづくりを支援

＜川之江三島バイパス周辺の新たな都心部拠点＞

資料）都市機能誘導区域：四国中央市立地適正化計画（四国中央市）、大型小売店：全国大型小売店総覧2024（1000㎡以上の施設）

【まちづくり関係者の声（四国中央市）】

資料）大型小売店：全国大型小売店総覧2024（1000㎡以上の施設）※線路より東側
（図中の下側）

▼川之江三島バイパス周辺※の大型小売店舗数の推移
大型小売店数は

増加傾向
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四国中央市

E11

都市機能誘導区域
三島川之江IC周辺

（新たな都心部拠点）

至 高知市

三島川之江IC付近の商業地
商業施設が集積

大型小売店
(アパレル)

大型小売店
(ドラッグストア)

大型小売店
(家電・アパレル)

撮影：R5.12

• 今後の川之江三島バイパスの整備により、交
通渋滞の緩和や新たな交通ネットワークの
構築に伴い、産業・商業施設の進出などが
期待されます。

四国中央市役所

：高規格道路
：一般国道(指定区間)
：一般国道(指定区間外)
：主要地方道
：一般県道
：その他の道路
：再評価箇所（開通済）
：再評価箇所（未開通）
：大型小売店

凡 例

三島川之江ICを中心に大型小売店が集積

川之江三島バイパス部分開通
～H21.3（延長6.5km）

川之江東JCT

※都市機能誘導区域とは・・・
医療・福祉・商業等の都市機能を都市の中心拠点や
生活拠点に誘導し集約することにより、各種サービスの
効率的な提供を図る区域。

▼四国中央市の立地件数【新設】の推移
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資料）工場立地動向調査

川之江三島バイパス部分開通
～H21.3（延長6.5km）

立地件数は
増加傾向
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３．事業の進捗状況と見込み
これまでの用地進捗率は約79％、全体の事業進捗率は約61％となっており、現在、調査設計、用地買収を推進中。

延長 １０．１ｋｍ
現状 調査設計、用地買収推進中

進
捗
状
況

今回（R６）
令和５年度末時点

前回（R1）
平成３０年度末時点

用地進捗状況 ７９％ ７８％

事業進捗状況 ６１％ ６０％

三島川之江港
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一般国道11号川之江三島バイパス 延長10.1km

四国中央市役所

(主)大野原川之江線
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至 高松市

至 松山市

H21.3開通
延長0.9km

H19.3開通
延長0.6km

H13.7開通
延長0.9km

H21.3開通
延長0.6km

H14.3開通
延長1.2km

H12.2開通
延長0.9km

H14.10開通
延長1.4km

凡 例

：高規格道路

：一般国道(指定区間)

：一般国道(指定区間外)

：主要地方道

：一般県道

：その他の道路

：再評価箇所（開通済）

：再評価箇所（未開通）

撮影：令和５年１月

▼国道11号川之江三島バイパス空中写真

至

高
知
市

11

至 高松市

E32

川之江JCT

E11

至 松山市

192

E11
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東部臨海
土地造成地

H16.2完成済

４．事業を巡る社会経済情勢等の変化

三島川之江港

11

川之江

伊予三島

至
松
山
市 至

高
松
市

11

319

192

川之江JCT
E11

三島川之江IC

E11

E32

国道11号川之江三島バイパス 延長10.1km

四国中央市役所

(主)大野原川之江線

起
点:

四
国
中
央
市
川
之
江
町

終
点:

四
国
中
央
市
中
之
庄
町

城山下臨海
土地造成地

金子地区臨海
土地造成地

H22.7完成済

西部臨海
土地造成地

寒川東部臨海
土地造成地
完成未定

＜川之江三島バイパス周辺の土地造成地の進捗＞
• 西部臨海土地造成地 ：令和3年4月完成

• 城山下臨海土地造成地 ：令和11年3月完成（予定）

H21.3開通
延長0.9km

H19.3開通
延長0.6km

H13.7開通
延長0.9km

H21.3開通
延長0.6km

H14.3開通
延長1.2km

H12.2開通
延長0.9km

H14.10開通
延長1.4km

凡 例

：高規格道路

：一般国道(指定区間)

：一般国道(指定区間外)

：主要地方道

：一般県道

：その他の道路

：再評価箇所（開通済）

：再評価箇所（未開通）

＜川之江三島バイパスの主な進捗状況＞

• 令和2年度 調査設計

• 令和3年12月 地元設計説明会

• 令和4年1月～ 幅杭設置・現地説明

• 令和5年6月～ 用地買収着手

• 令和6年3月26日 都市計画変更

▼国道11号川之江三島バイパス 現地説明状況

▼国道11号川之江三島バイパス 地元設計説明会状況

地元設計説明会等
実施地区

＜川之江三島バイパス周辺施設の状況＞

• 四国中央市市民文化ホール(しこちゅ～ホール) ：令和元年8月完成

四国中央市市民文化ホール
(しこちゅ～ホール)

▼四国中央市市民文化ホール外観
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５．事業費の変化

＜事業費の見直し＞

＜全体事業費＞

①前回評価時 ②増加 今回評価時（①＋②）

７００億円 ＋２２億円 ７２２億円

注）四捨五入の関係で合計が一致しない場合がある。

物価上昇により、事業費が50.3億円増加。
詳細設計結果に伴う道路構造の変更により事業費が25.3億円減少。

項目 増額内容 費用増加分

事業費増 ①物価上昇にかかる事業費増 ■物価上昇による事業費増
物価上昇に伴う事業費の見直しによる変更 50.3億円

コスト縮減
②切土構造計画への見直し ■ 宇摩向山古墳付近の構造変更

道路構造をトンネルから切土に変更したことによる事業費減 -25.3億円

③道路幅員の見直し ■ 歩道幅員の見直し
道路構造令の改正に合わせて歩道幅員を見直したことによる事業費減 -3.0億円

合 計 +22億円



５．事業費の変化①

10

原材料費及びエネルギーコストの世界的な高騰、またコロナ禍からの世界経済の回復に伴う需要拡大によって、前回再評価時（令和
元年度）に比べて、建設資材や労務費の単価が上昇している。
建設資材価格の伸び率では、R1.4を基準とした場合、鋼板、H鋼、異形棒鋼等の鋼材価格が約1.38倍～1.50倍となっている。
労務単価についても、型枠工で1.22倍と前回評価から増加している。
鋼材価格や労務単価等の上昇に伴い、橋梁・トンネル等の工事費の増加が必要となった。

＜建設資材単価の伸び率（R1.4を基準に算出）＞

0.95

1.00

1.05

1.10

1.15

1.20

1.25

普通作業員 鉄筋工 橋梁特殊工

型枠工 交通誘導員（B）

＜労務単価の伸び率（R元年度を基準に算出）＞

1.31
生コン
アスファルト化合物

1.44 異形棒鋼

1.50 綱板

1.38 H型鋼

1.20 普通作業員
1.21 橋梁特殊工
1.22 型枠工

1.16 交通誘導員B

1.19 鉄筋工

地区）四国中央市
県）愛媛県

県）愛媛県

0.80

0.90

1.00

1.10

1.20

1.30

1.40

1.50

1.60

R1
.4

R1
.7

R1
.1

0

R2
.1

R2
.4

R2
.7

R2
.1

0

R3
.1

R3
.4

R3
.7

R3
.1

0

R4
.1

R4
.4

R4
.7

R4
.1

0

R5
.1

R5
.4

R5
.7

R5
.1

0

R6
.1

R6
.4

As混合物 密粒度As（20） 異形棒鋼 SD345 D16～25(t)

生コン 24-8-25BB H型鋼SS400 200×100

鋼板 無規格 12≦ｔ≦25

物価上昇による資材及び労務単価等の増加 【変更】50億円増



５．事業費の変化②
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四国最大級の長方形古墳である「宇摩向山古墳」への影響を避けるため、ルートを都市計画変更（平成３０年１１月）。
その際、宇摩向山古墳付近の道路構造はトンネルを想定していたが、検討を進めた結果、地盤改良の追加や低土被りによる偏土圧
対策等により、非常に高難易度な工事となることが判明したため、現実的な切土構造へ変更。

＜位置図＞ ＜構造変更概要（A-A‘断面図）＞＜詳細検討内容（FEM解析）＞

H30.11都市計画変更時（トンネル構造）

R6.3.11都市計画変更時（切土構造）

構造変更により
25.3億円減

トンネル側面の
低土被り箇所

大部分が低土被りとなり、
構造強化が必要

（黄色着色の範囲）

＜詳細検討内容（三次元検討）＞

B

B′

全断面掘削終了時には両トンネル間の最
小離隔部から地盤が緩み上下に広がる
⇒地盤改良が必要

トンネル側面に低土被りが発生
⇒偏土圧対策が必要（支保工や
覆工の耐力増）

う ま むかいやま

切土

史跡への影響を避け
るためルートを変更

A-A’断面

う ま むかいやま

【変更】25億円減切土構造計画への見直しによるコスト縮減

トンネル

B-B’断面



５．事業費の変化③
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【計画変更前の幅員】

【計画変更後の幅員】

資料）「自転車通行帯に関する道路構造令の改正の
概要等について（令和元年７月５日）」

平成３１年４月に改正された道路構造令を基に、国土交通省道路局より「自転車通行帯に関する道路構造令の改正の概要等に
ついて（令和元年７月）」が通達。
これに基づき、歩行者交通量は概ね少ないものと判断できたことから、「自転車歩行者道」として幅員計画を見直し。

幅員を30.0m⇒29.0に見直し。
幅員の減少により３.０億円減

（単位 m）

【変更】３億円減歩道幅員の見直しによるコスト縮減
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６．事業の投資効果

注）費用及び便益額の値は基準年における現在価値（令和6年度）を表す。（現在価値算出のための社会的割引率：4％）
〔 〕内は、費用便益比は比較のために参考とすべき値として設定した社会的割引率を表す。
四捨五入の関係で合計が一致しない場合がある。

項目 事業全体 残事業

費用（C） １,３７９億円 ２０９億円

事業費 １,２８９億円 １９１億円

維持管理費 ８９億円 １８億円

便益（B） ２,８３５億円 ２５１億円

走行時間短縮便益 ２,７３９億円 ２４３億円

走行経費減少便益 ８０億円 ４．１億円

交通事故減少便益 １６億円 ４．１億円

費用便益比（B/C） ２．１
２．２[2％]
２．３[1％]

１．２
１．８[2％]
２．２[1％]

今回評価
（令和6年度）

前回評価
（令和元年度）

備 考
（前回評価時からの主な変更点等）

事業諸元 延長 １０．1km

計画交通量 ６,０００～３０,２００台/日 ７,９００～３３,7００台/日 ・ODの変更による交通量の変更

全体事業費 ７２２億円 ７００億円
・詳細設計結果に伴う道路構造の変更（トンネル⇒切
土、歩道幅員の縮小）による事業費の減少
・物価上昇による事業費の増加

費用便益比 事業全体 残事業 事業全体 残事業

・費用（C)は基準年度及び事業期間の変更
・便益（B)は基準年度の変更と原単位の更新

総費用
（C） １,３７９億円 ２０９億円 １,１４０億円 ２１７億円

便益（B） ２,８３５億円 ２５１億円 ３,２８８億円 ５３３億円
費用便益比
（B/C） ２．１ １．２ ２．９ ２．５

＜費用便益比＞

＜前回評価時からの事業計画の変化＞



以上のことから、国道11号川之江三島バイパスの事業を継続する。

10．対応方針（原案）

７．地方公共団体等からの要望

８．地方公共団体の意見

９．コスト縮減や代替案立案等の可能性
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• 今後も新技術、新工法の採用による工事コストの縮減に加え、施設の長寿命化や維持管理費を考慮した構造の採用等、総コストの
縮減に努める。

• 本事業は、都市計画決定を行ない、地形条件、土地利用との整合を図った計画であり、都市計画決定により地元との合意形成も図
られており、合理的な計画であるため、現計画が最適である。

愛媛県、国道１１号バイパス整備３市合同（四国中央市、新居浜市、西条市）等より、本事業の整備促進について、 積極的な
要望活動が続けられている。

令和元年度：１１月 令和２年度：９月 令和３年度：６月
令和４年度：７月、１月 令和５年度：６月、１１月、１月 令和６年度：５月

【愛媛県知事意見】
• 一般国道11号川之江三島バイパスの事業を継続するという「対応方針(原案)」案については異議ありません。
• 国道11号の渋滞緩和や交通安全の確保を図るとともに、交通ネットワークの基盤となる道路として地域経済に大きく寄与する重要な

事業であることから、更なるコスト縮減と事業促進に努めるようお願いします。


